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中高層集合住宅の躯体1.事に,地元広島の鉄骨･PC版メーカーが開発したプレ-ブ工

法 (SPC工法)を導入した｡この工法の特徴は,鋼材 として地方都市で も入手しやすい

プレー ト類を柱,梁に加工 し,プレキャストコンクリー ト版 と組合わせ,継手,仕 口は現

場溶接で処理 していることである｡SPC工法導入後,4年間に7件の施工実績があるが,

仮設薯や現場労務輩の削減,工期の短縮 といった省力化は実現できたものの,職人の人件

費が安い地方都市では,大幅なコストダウンまで結びつけるには至っていない｡

本報告は,SPC工法の施工概要について,施工例を挙げながら述べたものである｡

目 次

§1.はじめに

§2.SPC工法の概要

§3.SPC工法の施工例

§4.おわりに

§1.はじめに

中高層集合住宅の建設において,躯体工事の省力化を

図るため現在までいろいろなプレ-フつ二法が開発され,

実用化されているが,中国支店管内においては,当社受

注の建物に,地元広島の鉄骨 ･PCメーカーが開発 した

プレ-ブ工法を昭和53年頃から積極的に導入し,現在,

施工中の建物を含めるとその数は7件に達 している｡

この間,協力業者の能力や社食情勢等に合わせながら

種々改良を加え,ほぼ省力化については完成されたとい

って良い｡

しかし,地方都市における職人の人件薯は大都市に比

べて安 く,折角の省力化 もなかなかコストダウンに結び

つかないのが現状である｡

ここにSPC工法の概要 と実際の施｣二例について述べ

る｡

§2.SPC工法の概要

ネ中国(支)天神川(也)
**中国(支)字品神田(也)所長
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SPC工法 とはSteei-Pre-Cast造の略で,純鉄骨

の乍摘aみにプレキャストコンクリー ト版の壁を建込み,

構造的一体化を図るためにスラブは現場打コンクリー ト

を採用 している一種のプレ-ブ工法である｡

構造上の基本 としては,ボックス断面の柱にⅠ型梁を

溶接 したラーメン構造で,両妻を除いた梁間方向には戸

境壁を利用 した耐力壁を設け,水平力はこの壁に負担さ

せている｡(Fig.-1)

現場訂コンクリ- 卜

外壁(PC)
手 一 一: - - 二 二三 二 ---:二 !:::-: -::--一一二-I_::_==-
往く鉄骨) il小梁(PC)

｢,/_ 二.
スラブ(現場打コンクリート)

現場打コンクリー ト

Fig-1SPC工法構造伏図
FramingplanbyS.P,C.constructionmethod

この工法の特長は,柱継手及び梁 との仕 口をすべ

て溶接で処理 し,極力ボル トやガセットプレー トなどの

2次鋼材の低減を図っていることである｡
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以下に各部の構造について記す｡

2-1 柱

柱は流通性力矯iく,地方においても割合入手しやすい

プレー トを加工 したボックス柱 (角柱)を全面採用し,

耐火被覆としてはコンクリー トをPC工場にて巻 く仕様

となっているo

柱の断面は各階同 一寸法で製造されている｡これは壁

にプレキャストコンクリー ト版が使用されている関係上,
経書剤生の面からも各階同一寸法が要求されるが,プレー

トをi各接Lて組立てるボックス柱では,低層階から高層

階まで各階の応力に合わせて板厚を変えることで対処で

きるためである｡(Fig.-2)

｢

･こ'L､:･ご顔Fig-2 ボックス柱の断面
Section,box-column

2- 2 梁

大梁は柱 と同株に,プレー トを加工 LたⅠ型梁を採用

し,鋼材の使用をできるだけ経済的にする意味で,梁の
フランジは応力に合わせてスパンli二】央部を絞った形の水

平テーパーを付けているO(Figr3)

□⊂=

Fig-3 大梁平面(水平テーパー付)
Planhorizontal-taperedgirder

小梁は大梁と異なり鉄筋コンクリー トのPC部材で,

耐震壁 と接合されるた郎離粥にはプレー トを埋込んでい

る｡また,小梁の断面は,現場打コンクリー トのスラブ

との-体化を図るため,スラブ厚分だけ下げてコンクリ

ー トを打設Lてあり,染上端筋は露出したままの状態で

製造される｡(Fig∴4)

2-3 壁

両妻を除いた梁間方向の壁は耐力壁 として使用され,

-高層住宅プレハブ工法- SPC工法の施工実績

Fig-4 PC小梁詳細
Detail,precast-concretebeam

T型鋼を内蔵 した鉄筋コンクリー ト造のPC部材で,逮

込み後,ブレース離 liは柱 と溶接される｡耐力壁が設置

される梁間方向には大梁が存在せず,応力はすべて耐力

壁が負担するように設計されているO(Figr5)

外壁など非耐力壁 もすべて鉄筋コンクリー ト造のPC

部材で,外装などの吠付仕上げはもとよりサッシやタイ

ルなどもPC版打込みとして工場段階で完成させて,工

事中における外部足場の省力化を図っている｡

(Figr6,7)

Fig-5 耐力壁詳細

Detail,bearingWall
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Fig-6 外壁PC版
Precastconcretepanel,exteriorwall

Fig-7 外壁PC版の納 り
Detail,exteriorwallP.C.pane一

2-4 スラブ

西松建設子支享琵VOL5

を採用した｡
(1)廊下 ･ベランダなどのはね出し部分だけにPC版ス

ラブを採用し,内部スラブは現場弟1二法 とする｡

(2)型枠や支保工を無 くすために,厚さ50mmのPC版を

型枠代 りに全面採用 し,その上に現場打コンクリー ト

を打設する｡

スラフ形式をFig∴8に示す｡

§3.SPC工法の施工例

SPC工法による集合住宅の施工実績をTable-1に

掲げる｡

Tab一e-1SPC工法の施工実績
WorkingrecordbyS.P.Cconstruction
method

.~T.tl｣.~''

妻 蚕 妻 青 書

.__::_堅1-L.t･hlI,_】3:聖､_I.:;ゝ･

監 蓬 薫

≡
13拾 識警綴喜

り主[_<1事由

闘い3川 112ヶ∫l∃13州 いlヶメl.I:'.I･:-'F=.㍗ 1_～∴■1_･,1い■｣.

これらのうち,ま組 鑑コ二したSPC工法の実施例を以

下に述べる0

3-1 ハイツ南翠苑

スラブは通常行われている現場打コンクリー トを基本 (1)

としている｡ しかL,当初はこの在来工法で方虹 二してい

たが,より省力化を図るために現場によっては次の工法

Fig-8 スラブ形式
Variousconstructionmethodofslab
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工事概要

工事名称 -イツ商翠苑新築工事

工事場所 広島市南区字品神田5丁目

構造規模 3階までSRC造,4階よりSPC造,

士政上14階塔屋2階建

延床面積 8,634m℡(2,612坪)

最高軒高 G.L+46.75m

戸 数 3LDK IO4戸

工 期 昭和56年6月～昭和57年8月 (予定)

設 計 西松建設株式会社

建方計画をFigr9,10に示す｡

(2)揚重機

当現場における最大吊上荷重が9.7tf,最大作業半
径が27.0m,最大作業高さが47.0mという条件から,

揚重機はP&H-5170(150t吊り)クローラークレー

ンを採用 した｡

クレーンの走行路には高捧10cm,粒調砕石10cmを

敷き詰め,20tローラーで十分転庄 したのち鉄板 (厚

さ24mm,1.5mx6.0m)を敷き並べた｡

(3)部材の搬入

建物周囲は敷地の余裕がないため,部材のストック
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Fig-9 建方計画(平面)
Erectionscheme(plan)

Fig-10 建方計画(断面)
Erectionscheme(section)

ヤードを確保することができず,荷取りはすべてトラ

ックより直接クレーンで吊り上げ,建方を行うオント

ラック方式で実施した｡このため部材の搬入は事前に

綿密な計画を立て,毎日作業終了後に翌日の作業予定

を再検討しながら工事を進めた｡

(4)建方

鉄骨及びPC部材の建方は,次の要領で行った｡

① 柱 (1節-2階分)

妻側よりスター トし,1スパン分4本の柱を連込

む｡柱には予め仮ボルト用のアングルピースを取付
けておき,建方時に上下階の柱を仮ボル トで締めつ

ける｡この仮ボル トは柱ジョイント部の,Lt封鄭寺に切

断する.(Fig.-ll)

② 大梁 (下階)

2階分のうち下階より,梁間方向の妻側大梁と桁

行方向両サイドの大梁1スパン分を連込む｡大梁の

-高層住宅プレハブ工法-SPC工法の施工実務

Fig-11 柱ジョイント部
Jointdetail,colunlnS

Fig-12 柱 と梁取合部
Jointdetail,columnandgirder

建込みも柱 と同様に予め柱,梁に仮ボルト用のアン

グルピースを取付けておき,建方時に仮ボルトで締

めつける｡(Figr12)

③ 耐力壁 (下階)

両泰以外の梁間方向には大梁がなく,すべて耐力

壁が設置されるO妻側より1スパン目に耐力壁を連

込む｡

④ 小梁 (下階)

小梁を妻側大梁と耐力壁に架け渡す｡

⑤ 大梁 (上階)

上階の妻側大梁及び桁行方向の大梁を建込むO

ここまでで,一応1スパン分の柱,塗,耐力壁の

建方は終了する｡仁と階の耐力壁と小梁を除く)

⑥ 次スパン柱 (1節2本)

⑦ 次スパン大梁 (桁行両サイドのみ,下階)

⑧ 次スパン耐力壁 (下階)

⑨ 次スパン小梁 (下階)

⑲ 次スパン大梁 (上階)
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Fig-13 建方順序
Sequenceoferection

⑪ 1スパン目耐力壁 (上階)

⑫ 1スパン目小梁 (上階)

ここまでで,次スパンの柱,梁及び下階の耐力壁,

小梁と1スパン目上階の耐力壁,小梁が完了するo

以後は⑥へもどり,⑫ まで繰返しながら順次建方を

進める｡

1節 (2階分)の建方が終了した後建入れ直しを行
い,柱,染,耐力壁等のジョイント部を溶接する｡

建方は1節2階分を1サイクルとし,2サイクル終

了後に非耐力壁の建方,スラブのコンクリー ト打設と

いうように2節づつ固めていく方法を採用した｡

建方順序をFigr13に,工程表をTable-2に示す｡

3-2 パラシオ東雲

(1)工事概要

工事名称 パラシオ東雲新築工事

工事場所 広島市南区東雲町2丁目
構造瑚莫 1階SRC造,2階よりSPC造,地上

11階塔屋2階建

廷床面積 7,793mモ(2,357坪)

最高軒 高 G.L+365m

戸 数 3LDK,4LDK 90戸

工 期 昭和55年8月～昭和56年6月
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西松建設i支毒窪VOL5

建方綿拷
_Elを
②大梁(下段)
(卦封力望(下段)
④PC小梁(下段)
⑤大梁(上段)
i;･l三
だ)大梁(下段)
⑧耐力壁(下校)
⑨pc小梁(下段)
(重大采(上段)
⑪融力望(上段)
⑳pC小梁(上段)
⑬以後⑥からの練返し

Table-2ユニ事工程表
Progressschedule

鉄骨 ･PC部材建方サイクル工程 (2節4フロアー)
-イツ南翠苑

設 計 アイ建築設計事務所

建方計画をFig.-14,15に示す｡

(2)揚重機

部材の最大重量が耐力壁の8.8tであることから,敷

地の形状 も考慮して3節5階までは.35t吊 りトラッ

ククレーンと45t吊り油圧クレーンの2基を併用し,4

節DL上の高層部は100t吊りトラッククレーン (8100A

-TC)と45t吊り油圧クレーンの2基を併用したO

(3)建方
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Fig-14 建方計画(平面)
Erectionscheme(plan)

Fig-15 建方計画(断面)
Erectionscheme(section)

部材の建方は前述の施工例 と異なり,1節 (2階)

ごとに柱 と大梁を先行して連込み,次に耐力壁,小梁

とスラフ篭望枠用のPC版を同時に連込んだ｡続いて下

階の外壁PC版をすべて連込んだ後,はね出し部分の

キャンチ染,手摺用PC版,スラブ型枠用PC版の順

序で建方を行い,下階が終了後,同じように上階も施

T.Lだ｡

1節の建方が終るとスラブのコンクリー トを打設し

た｡当工事では更に省力化を図るために,スラブの型

枠脚 二厚さ50mm,1枚の寸法が6.2mX3.OrnのPC版

を全面的に採用し,建方時に他の部材と同時に敷並べ

-高層住宅プレハブ工法- SPC二法の施二乗績

ていった｡

1節 (2階分)の標準建方をTable-3,Fig∴16に,

工程表をTable-4に示す｡

Tab一e-3 1節(2階分)の標準建方工程
Standarderectionscheduleofslngletier
flame(2floors')progressschedule

日数≡ クレーン桜 劾喜鉄骨.PC;部材数 竣 方 {√｢ ｢≡
1 2ま言hi:_ 16 ≡

? Ĵ 杜 10lt_】
套2-4通り 返書力望附.一一 ≡

3≦2台
PCスラブlO

i上 耐力壁 6≦ 1-7通り 葦鯉人細L木綿≡1台≡PC小娘 12書1,Cスラブ12

5≡ lf;i ∃耐力恕 6ー7-105-8 7-11過Z)PCスラブl8 ⊆絶入れ泊二L,本緑】

∈6 ≡ 1台 冨5'it警プ 262…lO-lli8-ll

7 ∃ 終 【 み LtihtlL,し

8 2台 (下発を) ほ 霊Ei=121慧 ;ぎ……日 及諾志望鮒 悼 - )レ-ルナ巨9 1ム

≡(ド桁) エツク及びライナ…-∴

10 長 2手首 (下桁) 耳くけ

≡ll≡ lf; PCスラブ 24(下桁) ∃∃

巨12 2台 ≡外壁阪 29膏 慧 冒iI121慧 …ま……;閏 志望…

≡13≡ 1f; 喜外繁敗 17≡(上階) ≡】

ド 2fi 1通りより ≧;

l【ー 2台 ≡
iCスフ7 24iバルコニーPCスラブ郎 I.

17i18 【

Fig-16 建方順序
Sequenceoferection
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Table-4工事｣工程表
Progressschedule

鉄紫卜 PC部材建方サイクル工程(1節 2フロアー)パラ
オ東雲

うっm退き芸

建方要領は次の通 り｡

① 柱,大梁

鉛直方向の誤差を調整するため,建方前に柱天端

の位置を設定しておき,各柱のラ7fナ-厚さを決め

た｡

② 耐力壁,小梁

耐力壁は,1節 (2階分)連込んでからの建入れ

直し調整は不可能なので, 1階ごとに建入れ直しを

行い,仮締めした後小梁,スラブ型枠用PC版をセ

ットした｡

③ スラブ型枠用PC版

摩さが50mmと薄いため,ストック峰にたわみ,逮

込み時にクラックが入りやすいので乱ヒげ方法など

は特に気を配った｡

④ 外壁PC版
垂直及び水平方向の位置決めは,封込みファスナ

ーの調整ボル トで行った｡調整終了と同時に打込み

ファスナーは,鉄骨大梁にプレー トにてi割~奏したO

(Figr17)

⑤ 手摺用PC版

建込み後,サポー トのターンバックルにて建入れ

直しを行い,レベルを見ながら垂直,水平方向の調

整ボル トで位置を決めたO(Figr18)

§4.終りに

中国支店管内でのSPC工法実施例は,導入に踏み切

った昭和53年より現在まで,施工中の物件を含めて7件

に達 している｡

当初の施工時点より現在に至るまで,我々現場担当者

なりに種々改良を加えたり,新 しい試みを実施 してきた｡
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Fig-17 外壁PC版の納 り
Detail,exteriorwallP.C.panel

弦 タ ー ン 13¢バ ッ ク ル

仮溶接..I"_ゝ 垂直調整 ボル トM16

/pCスラブ ∵

＼ キャンチ梁

Fig-18 手摺PC版の納り
Detail,handrailP.C.panel

その中での大きな試みは,従来,梁や壁 との一体化を図

る削勺で行われていたスラブの現場打コンクリー トを,

更にプレ-ブ化を推進するため,PC版を採用したこと

である｡PC版スラフ'tjj採用は,昭和54年の施工現場(ヴ

ェルポー ト広島)で好 Fやベランダのはね出し部分に本

スラブとして初めて採用し,続いて次の施工現場 (パラ

シオ東雲)では,鉄骨で補強した厚さ5cmのPC版を全

面型枠兼用として敷並べ,この上に8-10cmのコンクリ

ー トを現場打ちした｡

PC版による本スラブの全面探矧 ま,技術的には十分

可能であるが,構造の1本化を図るためのジョイント処

理の方法,高価なPC版採用によるコストアップの問題

など,コストに対 してプレ-ブ化のメリットがどの程度I･

発揮されるかを噛み切れないため,現状では検討段階に

とどまっている｡

省力化や工期の短縮などの目的で発展してきたプレハ

ブ工法は,最終的には建物建設費のコストダウンを実現

させることにあるが,規格化された部材を組立てていく
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プレバブ工法のコストは,敷地の形状,建物の形状,工

事規模,或いは工期といった条件によって大きく責拷 さ

れる｡ 一方,プレ-フつ二法自体も例えばジョイント部の

工事薯をできるだけ低減させるためにPC部材の大型化

を行えば,製作費の上昇や運搬効率の悪さがあり,現場

においでも建方用クレーンの能力や梯械薯のアップなど

いろいろ複雑に関連する問題が多く,一概にこの工法が

最良であるという断定は簡単に下せるものではない｡

SPC工法を数現場経験して,在来工法では味わえな

かったプレ-プ建築での物の考え方,とらえ方,或いは

プレ-ブ工法のメリットなど種々学んだことをこれから

の工事に大いに生かしてゆきたいと思っているO

-高層住宅プレハブ工法- SPC工法の施工実績
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